疑似命令文 : 日本語モダリティの文法化の一事例 by 山岡 政紀
疑似命令文
―日本語モダリティの文法化の一事例ー一
























































(7) 今すぐに行け。＋ ｛II} ガ
一方，～ホウガイイや～ベキダ等の形式は主格の人称指定の機能を持たない。どの人称
に於いてもいずれも文法的である。
(8) a 私が[ :： ｝今すぐに行くべきだ。























し手， H:聞き手， A:行為で， 2の(1)は筆者が付加した。
1. 命題内容条件 (propositionalcontent condition) : 
PはHによる未来の行為Aを表す。





3. 誠実性条件 (sinceritycondition) : 
SはAがHに利益を与えると信じている。

























































































































(28) { I}ガ十[-I ]二＋ Vテモライ＋タイ
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(29) { I}ガ十{I}二＋ Vテモライ＋タイ
従って，（25)は通常，意味的には次のような発話として記述できる。


























a主格第 2人称指定のモダリティ形式： （7) 今すぐに行け。＋｛I}7! 
,8主格第 2人称指定の効力： （4) 今すぐに行くべきだ。＋｛II}ガ
r与格第 2人称指定の効力： （31) 今すぐに行ってほしい。＋｛ I}ガ十{II}ニ
: (32) 今すぐに行ってもらいたい。 ＋｛ I ｝ガ十{II}ニ
: (33) 今すぐに行ってもらおう（か）。 ＋｛ I ｝ガ十{I}ニ
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例文の出典
略号をカッコ内に示す。明記しないものは作例。なお，テレビドラマはビデオを併用。
映画「青春の門」 野上龍雄脚本『シナリオ』 464号 （青春）
同 「自由な女神たち」 金子成人脚本『シナリオ』 391号 （自由）
同 1987年6月19日テレビ朝日系放送「ザ・ハングマン GOGO」 （ハング）
同 1987年 6月23日TBS系放送「時間ですよふたたび」 （時間）
同 1987年 9月25日テレビ朝日系放送「必殺剣劇人」 （必殺）
同 1987年 10月16日TBS系放送「男女 7人秋物語」 （男女）
付記
本稿の作成にあたり，筑波大学の草薙裕教授の細部にわたる指導をいただいた。また，初稿の段階で
同大学の中右実教授から，さらに思いがけず，大阪大学の仁田義雄助教授からも，助言を受けることが
できた。ここに御礼申し上げる。しかしながら，言うまでもなく，本稿の責任の所在は筆者にある。
（筑波大学博士課程文芸・言語研究科応用言語学）
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